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第 13 回 逗子海水浴場の運営に関する検討会 概要 

 

日時：平成 28年 10 月６日（木） 

14 時 30 分～16時 30 分 

場所：逗子市役所５階 第５会議室 

 

１ 開会 

事務局より、逗子海水浴場の運営に関する検討会（以下「検討会」という。）は傍聴でき

ることと、マスコミの頭撮りについて説明。平成 28 年度逗子海水浴場（以下「海水浴場」

という。）について総括をする旨の説明。 

 

２ 議題 

 (１) 平成 28年度海水浴場ルールの最終確認 

・事務局から海水浴場の運営について資料「平成 28 年度逗子海水浴場 報告書」を用いて

報告があった。 

・逗子市新宿自治会から資料「平成 28年 逗子海水浴場の問題」を用いて海水浴場の状況

調査結果等の報告があった。 

・逗子海岸営業協同組合（以下「海岸組合」という。）から資料「2016 年逗子海岸営業協同

組合 運営に関する報告」を用いて海岸組合が行った海水浴場での取組みの報告があった。 

・それぞれの報告を受けて、出席者から海水浴場の所感を聞き取った。 

 次のとおりであった。 

 （海水浴場の風紀） 

 ‐海水浴場内での大きな事故・問題もなく、穏やかなものであった。 

 ‐家族連れや若い世代、子どもたちも楽しめるような海水浴場になった。 

 ‐純粋に海水浴を楽しむ環境づくりもできてきていると感じる。 

 ‐海岸組合や市が行った取組みによりごみや騒音の問題が未然に防げたと思う。 

 ‐条例・ルールを意図的に守らない者が居づらい雰囲気づくりがされてきている。 

 ‐依然として存在する条例・ルールを意図的に守らない者や条例・ルールを理解できな

い外国人への周知啓発が課題。 

 ‐条例・ルールを守っていない者を個人で注意することは難しいと思うが、地域で啓発

を促す方法も考えるべき。 

 （ごみ） 

 ‐６月から７月前半は早朝ごみがひどかったが、７月後半から改善された。 

 ‐海岸組合の地域清掃活動は来年度以降も取組みを継続してもらいたい。 

 ‐砂浜に捨てられている吸い殻は未だに多く感じるが以前よりごみは少なくなった。 
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 （海水浴場の振興） 

 ‐民間が主導で海水浴場の魅力を作っていく方向に移行すべき。 

 ‐トイレ・シャワーなどの施設の整備が不十分。 

（海の家の営業時間） 

 ‐営業時間がもう少し長いと来場客がより楽しめる海水浴場になると感じる。 

 ‐営業時間延長の検討よりも、条例・ルールを意図的に守らない者や条例・ルールを理

解できない外国人への対策が先決である。 

 （その他） 

 ‐市民、海岸組合、市などの協力体制が築けてきていると感じる。 

 ‐海岸組合の協力体制が今後も必要と感じる。 

 ‐年間を通して、海水浴場マナーや逗子海岸のＰＲ・ブランディングを行うべき。 

 ‐水上バイクのマナーや海水浴場内の犬の散歩などの対策も必要 

 ‐海岸通路の水たまりは海水浴場のイメージダウンになると感じる。 

 

（２）その他 

・事務局から今後のスケジュール予定について次のとおり説明があった。 

 ‐来年度の方向性を決めるため、市長に今年度の海水浴場の報告書を提出する。 

 ‐課題の整理、振興策の提案の議論を交わしてもらい報告書を作成していく。 

 ‐報告書を提出後については、来年度の運営に向けたルールについての提言をする。 

・次回の開催について 11月上旬から中旬で予定することとなった。 

 

以上  
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出席者一覧 

所属 職名 氏名 備考 

公募の市民 市民メンバー  

中尾 裕一 欠席 

深澤 忠房  

熊岡 寛展  

菊井 健一  

観光・商工団体 

逗子市観光協会 事務局長 田代 朋子  

逗子市商工会 副会長 三宅 譲  

逗子市中央商店街連合会 会長 江原 浩 欠席 

逗子海岸近隣 

町内会・自治会 

逗子市新宿自治会 会長 石井 康生  

下桜山交友会 環境担当部長 菊池 伸介  

逗子６丁目の会 会長 徳本 恒徳 欠席 

逗子７丁目東自治会 顧問 菊池 俊一  

逗子ニューライフ管理組合 組合員代表 森川 順二  

児童・青少年 

関連団体 

新宿地区青少年育成推進の会 会長 安重 宣子  

逗子市民生委員児童委員協議会  主任児童委員 飯野 幸  

防犯団体 逗子市防犯協会 会長 和田 修芳  

海岸にて活動する

事業者 

逗子海岸営業協同組合 代表理事 菊池 千春  

逗子マリン連盟 代表 小林 伸之 欠席 

市職員 市民協働部 部長 若菜 克己  

その他市長が必要

があると認めた者 

逗子ｻｰﾌﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 顧問 歌代 光雄  

逗子 30’ｓプロジェクト  田中 美乃里  

 

オブザーバー 

神奈川県逗子警察署 地域課長 前川 喜信  

神奈川県横須賀三浦地域

県政総合センター 

企画調整課長兼 

商工観光課長 
中羽 加代子 

代理出席 

馬場主査 

神奈川県鎌倉保健福祉事務所 
生活衛生部長兼 

環境衛生課長 
佐野 晃  

神奈川県横須賀土木事務所 許認可指導課長 大山 晃 
代理出席 

臼井主事 

公益財団法人 

かながわ海岸美化財団 
主任主事 高辻 宏行  
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事務局 

所  属 職  名 氏  名 

市民協働部 次長 岩佐 正朗 

経済観光課 係長 鈴木 仁 

経済観光課 主事 楠元 仁 

経済観光課 主事 山口 翔太郎 

 


